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【週刊タバコの正体】 

   2015/01 和歌山工業高校 奥田恭久 

■Vol.30 

(No.411) 第1話 成人の喫煙状況 

－若者のタバコ離れはさらに加速する... 

 新年あけましておめでとうございます。平成２７年（２０１５年）がス

タートしました。年号は新しくなりましたが、君たちにとっては学年の締め

くくりとなる最後の学期を迎えたわけで、新しい年度はこの３学期を乗り

切ってからでしかやってきません。気持を引き締めて頑張ってください。  

 さて、下のグラフを見てください。ある会社が全国の成人の喫煙状況を調

査した結果です。女性の喫煙率は８．９％、男性は２１．３％となっていま

すが、注目すべきは「喫煙したことはない」という右側の部分です。  

(No.412) 第2話 タバコの火の始末 

－火のついたタバコは火事の大きな原因... 

 「火のないところに煙は立たない」という言葉を聞いたことがあります

か。煙が上がっていると言う事は何かが燃えている証拠なのです。つまり、

タバコの煙と火は切っても切り離せない関係です。  

  タバコの煙は人々の健康や命にまで悪影響を与えることは、多くの人がよ

く知っていることですが、実はタバコの“火”も社会や人々に大きな損害や

被害を与えることがあるのです。  

  タバコの火は火事の原因となるからです。  

(No.413) 第3話 勤務時間中禁煙 

－まだ「勤務時間中禁煙」がニュースになる... 

 現在、成人の喫煙率は男女合わせて約２０％です。つまり多くの大人はタ

バコを吸いません。そんな現状もあって、下表に示すように多くの職場は建

物内禁煙や敷地内禁煙となっていて、少なくとも決められた喫煙場所でしか

タバコを吸えない分煙状態となっているのが普通だと思われます。  

  そんな中つい最近、下のような記事が発表されました。建物内や敷地内だ

けではなく、「勤務時間中、全面禁煙」とした会社のニュースです。「勤務

時間中禁煙」なので、出張や外出中も喫煙を禁止するというものです。  

****** 

勤務時間中は全面禁煙＝出張や外出先でも―リコー  

時事通信 1月7日(水)21時0分配信  

  事務機大手のリコーは7日、国内のグループ会社で勤務時間中、全面禁煙

にしたと発表した。定時の就業中であれば社内だけでなく出張や外出先でも

禁止する。他人のたばこの煙を吸う受動喫煙を防ぎ、社員の健康に配慮する

ため。  

  本社や工場など国内全ての事業所で勤務する正社員約3万7000人に加え、

契約社員やパートタイマーも対象。これまであった喫煙所を敷地内から撤廃

した。禁煙支援のため、同社は補助薬の購入や治療に必要な費用を半額補助

する制度を設けている。  

  職場以外に出張や外出先でも社員に禁煙を求める会社は数少ないという。

半導体製造のロームが1998年から同様の規則を定めている。  

URL:http://www.jascs.jp/truth_of_tabacco/truth_of_tabacco_2011.html 
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